



































問題の出発点は、いか走る立場をとっても自明である。 19 7 0年のア






















































































































































であったととK走到するといえよう。 civic participatio n 念
いしCi vie leader日hip の問題は、むしろアメリカ市民社会l'Li>' 
いては風土の一部を構成しているといえよう。ハーバード大草から出版さ
(1) 







とえて 19 7 0年代の黒人の痕乱をもふ〈む新しい時代は、さらKアメリ





























会の編集Kよる「世界の大都市」の中で、 1 9 6 7年段階の北京市革命委
(5) 
員会を新しい革命的臨時機構として紹介しているが、その後 19 6 8年に
（め




















































B 支持政党 1.自民 3 0 2.社会 2 3.公明 0 4.共産 0 
5民社 1 6.その他O Z念し ？ 無（鯛亜答） 1 
。年令 1. ( 2 0～29) 4 2.(30～3 9 ) 9 
3. ( 4 0～49)15 4.(50～5 9 ) 9 




〈教育 4 ロ．清掃（プミ、〈みとり） 2 ハ保育所 0 ニ託児所 3 
ホ．老人ホー ム 0 ヘ病院 0 トよ下水道 ？ 安住宅 3 
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ロ．ケムリ、スモヲグ 5 ハ騒音 8 ニ地盤沈下 1
へ．念し 0 無. 0 
③東京都の念かに立川基地や王子の野戦病院のよう念米軍基地施設を会〈
ととをどう思いますか。
イ廃止 25 ロ．やむをえ念いり つ存続 。無. 0 
④都政への不満や苦情を市国璽動やと念り近所と力を合せて解決しようと
したととがありますか。
4何度もある 2 R少しある 5 ペまった〈念い 35 無. 1 
⑤東京都政は4～5年前よりよ〈念りましたか。
イ．非常Kよ〈左った 0 qい〈らかよく在った 21
ぺ変ら念い 20 よミ悪くまった 1 無. 1 
③ との次の選挙Kも革新都政を支持しますか。
イ．する 5 ロ．し左い 18 ぺ美濃縮E知事走ら支持する 8 
( 1 8対 13 ） 無.12 
附表 (2) 
都政意識調査《高額所得者の主婦〉
一一美濃部者敵~ら次の選挙Kも支持すると答えた者は 43 名中 8 名
その8名の集計一一一
A 住所 港 0 練馬 1 荒川12 中野 5 足立2
B 支持政党 1.自民 5 2.社会 0 五公明 0 4.共産 0 
5.民社 0 6.その他O Z念し 3 無回答 0 
。年令 1. ( 2 0～29) 0 2.(30～3 9) 2 
五（ 4 0～49) 3 4.(50～5 9) 3 




イ．教育 0 ロ．清掃 0 ハ．保育所 0 ニ．託児所 0 
ホ．老人ホーム 0 へ．病院保護 0 ト．上下水道 2 
チ．住宅 3 リ．税金 2 ヌ．交通事故防止 1 
ノレ．その他 。 制E答。
②公害の被害を受けたととがあbますか。
イ．排気ガス 2 ロ．クム IJ、スモ yグ 2 ハ．騒音 1 
＝．地盤沈下 0 ホ．その他 0 ~し 3 無回答 。
③ 東京都の中K立川基地や王子の野戦病院のよう念米軍施設をbくととを
どう思うか。
イ．廃止 6 ロ．やむをえ念い 2 ハ．存続 0 無回答 。
⑨都政への不満や苦情を市民運動やと念b近所と力を合わせて解決しよう
としたととがありますか。
イ．何度もある 0 ロ．少しある 1 ハ．まった〈念い 7 
無回答 。
ー⑤ 東京都政は 4～5年前よりよく左bましたか
イ．非常によ〈念った 0 ロ．い〈らかよ〈念った 5 







練馬！ なし I 4o～49 Iよ〈しようとする努力がみられる。
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住所 理 由
荒川 自民 40～49 
中野 なし 150-591也九。
中野 自民 50～59 
中野 自民 犯～39
荒川 自民 布市民にしU 、誠実で小さ榔も即～ だけふれている。一一一
足立 念し 30～39 
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